
(1) 平群町長寿会新聞  第３３３号  ２０２０年（令和２年） １２月１日  1
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら 

既
に
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
、
こ
の

7
月
実
施
さ
れ
た
、
町
内
在
住
の
65
才

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た
平

群
町
に
お
け
る
新
た
な
交
通
手
段
導
入

検
討
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
は
「
導
入
に
賛
成
お
よ
び
将
来
に
導
入

が
必
要
だ
と
考
え
る
」
が
41
％
、「
導
入

す
る
必
要
は
な
い
」
が
19
％
、
と
導
入
を

求
め
る
声
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
「
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー

導
入
計
画
」
は
連
合
会
が
長
寿
会
活
性
化

の
切
り
札
と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
高
齢

者
相
互
支
援
事
業
部
」
の
事
業
目
標
の
一

つ
で
あ
る
「
外
出
支
援
」
と
方
向
性
を
同

じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
有
難
い
提

案
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
後
述
の

『
事
業
概
要
』
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
要
望
内
容
と
一
部
齟
齬
し
て

い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
本
事
業
は 

 

西
宮
長
寿
会 

 
 
 

会
長 

西
畑 

茂
郎 

 

西
宮
地
区
は
北
の
高
台
に
は
平
群
神

社
と
耒
迎
寺
が
あ
り
、
神
さ
ま
と
仏
さ

ま
が
鎮
座
さ
れ
私
達
を
見
守
っ
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。
東
に
は
プ
リ
ズ
ム
へ

ぐ
り
が
有
り
交
通
の
便
は
近
鉄
竜
田

川
駅
が
中
央
に
と
大
変
環
境
に
恵
ま

れ
た
処
で
す
。 

西
宮
長
寿
会
は
現
在
の
会
員
数
は
１０７ 

名
（
男
性
４４
名
、
女
性
６３
名
）
で
す
。 

毎
年
三
月
に
は
西
宮
公
民
館
で
総
会

を
行
い
一
年
間
の
行
事
計
画
を
決
定 

                      

  

奈
良
県
の
「
令
和
3
年
度
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
公
共
交
通
確
保
事
業
」
と
し
て

補
助
金
を
受
け
る
予
定
で
あ
り
、
３
年
度

中
の
ス
タ
ー
ト
が
必
要
、
平
群
町
も
３
年

後
に
は
事
業
内
容
の
見
直
し
を
約
束
し
て

お
り
、
先
ず
は
早
期
実
現
に
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

『
事
業
概
要
』 

➀
事
業
主
体 

平
群
町 

➁
運
営 

 
 

タ
ク
シ
ー
業
者 

➂
運
行
車
両 

セ
ダ
ン
型
２
台 

④
運
行
開
始 

令
和
３
年
10
月
～ 

⑤
対
象
者 

 

65
才
以
上
の
町
民
で
、 

・
フ
レ
イ
ル
状
態
で
あ
る
者 

・
他
に
身
体
障
害
者
、
介
護
保
険
に
よ 

る
要
支
援
者
等 

・
事
前
登
録
で
、
要
予
約 

➅
利
用
範
囲 

町
内
の
み
（
自
宅
か
ら
目 

的
地
ま
で
、
近
大
病
院
、
西
和
医
療
セ 

ン
タ
ー
は
範
囲
外
） 

 

し
、
午
後
に
は
会
食
と
カ
ラ
オ
ケ
、
最
後

に
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
終
わ
り
ま
す
。

大
変
な
盛
況
振
り
で
皆
楽
し
ん
で
く
れ

ま
す
。 

行
事
と
し
て
は
隔
月
に
月
例
会
を

「
か
し
の
き
荘
」
で
行
い
ま
す
。
そ
の
度

毎
に
か
し
の
き
荘
の
職
員
様
に
送
迎
し

て
い
た
だ
き
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

月
例
会
で
は
理
事
会
の
案
件
を
中
心

に
話
し
合
い
、
そ
の
後
、
食
事
と
カ
ラ
オ

ケ
で
終
わ
り
ま
す
。 

奉
仕
活
動
は
年
五
回
平
群
神
社
界
隈

の
清
掃
奉
仕
と
草
引
き
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
員
の
増
強
と
親
睦
を
図
る 

⑦
運
行
日 

 

月
曜
日
～
金
曜
日 

（
土
、
日
、
祝
、
年
末
年
始
運
休
） 

⑧
運
行
時
間 

午
前
9
時
～
午
後
４
時
迄 

➈
利
用
料
金 

＠
３
０
０
円
／
１
回 

⑩
財
源 

 
 

介
護
保
険
料
（
65
才
以
上
） 

詳
細
は
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。 

 （
以
上
） 

 
 

 
 

 

春
日
丘
長
寿
会 金

城
国
子  

第
116
回 

健
康
ウ
ォ
ー
ク 

「
藤
田
家
か
ら 

白
山
神
社
を 

歩
く
」 

健
康
部
長 

難
波 

尊
志 

文
化
の
日
、
秋
晴
れ
の
朝
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
玄
関
前
に
、
参
加
者
２９
名
の

受
付
、
朝
礼
を
行
い
、
今
回
の
訪
問
先
で

あ
る
藤
田
家
住
宅
、
福
貴
寺
（
弥
勒
堂
）

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
閉

館
の
情
報
が
前
日
の
夕
刻
に
受
け
た
旨

を
お
詫
び
旁
お
伝
え
す
る
。 

準
備
体
操
後
、
本
日
の
ガ
イ
ド
、
益
田

隆
市
さ
ん
（
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
）
、
岩

本
邦
雄
さ
ん
（
若
葉
台
）
を
紹
介
。
そ
の

後
、
三
班
に
別
れ
、
ツ
ボ
リ
山
古
墳
に
向

け
て
出
発
（
９
時
５０
分
） 

久
し
ぶ
り
の
お
出
か
け
、
元
気
な
会

話
が
聞
こ
え
る
。
平
群
橋
を
渡
り
、
旧
中

央
公
民
館
の
北
側
の
坂
道
を
登
り
、
ツ

ボ
リ
山
古
墳
に
到
着
（
１０
時
１０
分
） 

 目
的
で
毎
年
一
回
日
帰
り
旅
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
西
宮
に
小
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
絆
の
会
」
が
あ
り
、

毎
月
一
回
西
宮
公
民
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
の
会
に
長
寿
会
よ
り
役
員
と

し
て
２
名
参
加
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
群
神
社
秋
祭
り
例
大
祭
に

は
長
寿
会
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
て
い

ま
す
。 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
中
止
と
か
延
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
終
息
し
平
常
の
行
事
が
行
え
ま

す
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

① 

ツ
ボ
リ
山
古
墳
（
方
墳
） 

 

石
室
前
で
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受

け
る
。
玄
室
と
羨
道
に
各
一
基
、
壊

れ
た
刳
抜
式
家
形
石
棺
（
二
上
山
産

の
白
色
凝
灰
岩
）
が
存
在
し
、
石
室

の
規
模
に
照
ら
し
て
大
き
く
、
立
派

な
石
棺
で
あ
る
。
遺
物
（
副
葬
品
等
）

の
出
土
は
な
い
と
の
こ
と
。
追
葬
の

方
法
を
考
え
な
が
ら
、
藤
田
家
住
宅

に
向
か
う
。 

② 

藤
田
家
住
宅 

 

藤
田
家
の
門
前
で
、
藤
田
家
の
系

譜
、
住
宅
の
特
徴
（
外
部
は
切
妻
造

茅
葺
き
、
両
妻
は
高
塀
造
り
本
瓦
葺

き
、
内
部
は
太
い
大
黒
柱
と
桁
、
梁

の
豪
壮
な
柱
組
、
屋
敷
内
に
は
北
面

に
小
山
と
祠
が
あ
り
、
南
面
、
西
面

に
高
い
石
垣
の
白
い
土
塀
が
走
り
、

武
家
造
り
、
砦
の
様
相
） 

の
説
明
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
門
前

を
下
り
て
、
南
面
の
道
を
西
に
藤
田

家
の
外
壁
（
三
段
の
石
垣
）
を
眺
め

な
が
ら
白
山
神
社
へ
の
鳥
居
を
潜

り
北
に
向
か
い
、
石
段
を
登
る
と
正

面
に
福
貴
寺
（
弥
勒
堂
）
が
、
そ
の

右
に
山
口
神
社
が
座
し
て
い
る
。 

③ 

白
山
神
社
（
福
貴
寺
跡
） 

白
山
神
社
今
は
な
い
福
貴
寺
の
鎮

守
社
で
あ
る
。
福
貴
大
字
全
体
の
氏

神
、
弥
勒
堂
の
前
に
男
子
の
成
人
行

事
に
伴
う
大
峰
山
燈
篭
が
奉
納
さ

れ
て
い
る
。 

④ 

最
後
に
境
内
裏
に
あ
る
、
福
貴
寺
を

創
建
し
た
法
隆
寺
の
高
僧
道
詮
律

師
の
供
養
塔
を
参
拝
。 

 境
内
で
暫
し
休
憩
後
帰
途
に
、
先
発

隊
を
追
っ
て
出
発
、
全
て
下
り
坂
で
あ

る
。
12
時
前
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

無
事
到
着
。
整
備
体
操
後
解
散
。 

本
日
、
急
遽
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
い

た
益
田
様
、
岩
本
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
参
加
者
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
助
け
ら
れ

た
健
康
ウ
オ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

椿
台
長
寿
会 

髙
橋
ひ
ろ
子 

先
日
の
新
聞
に
、
80
才
の
誕
生
日 

に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
。
◇ 

高
齢
者
が
運
転
す
る
車
が
コ
ン
ビ 

ニ
に
突
っ
込
ん
だ
と
か
、
親
子
連 

れ
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
痛

ま
し
い
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
自
分

も
い
つ
同
じ
よ
う
な
事
故
を
起
こ
す
か

わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
か
ら
が
返
納
の

理
由
だ
と
。
◇
今
は
、
「
車
な
し
生
活
」
で

の
再
出
発
に
奮
闘
し
て
い
る
、
と
の
記

事
を
読
ん
で
、
何
と
潔
い
人
だ
と
感
心

し
た
◇
一
方
、
テ
レ
ビ
で
は
、
歩
道
を
歩

い
て
い
た
何
の
落
ち
度
も
な
い
若
い
母

親
と
子
供
を
ひ
き
殺
す
と
い
う
大
惨
事

を
起
こ
し
て
い
な
が
ら
、
逮
捕
、
拘
留
も

さ
れ
ず
◇
裁
判
で
は
自
動
車
の
機 

械
系
統
の
不
具
合
が
原
因
で
あ
り
、 

自
ら
に
は
な
ん
の
落
ち
度
も
な
い
と 

無
罪
を
主
張
し
て
い
る
「
上
級
国
民
」 

の
話
が
報
道
さ
れ
、
呆
れ
返
っ
た
の 

は
私
だ
け
で
は
な
い
筈
◇
私
も
痛
ま 

し
い
事
故
を
起
こ
す
前
に
、
運
転
免 

許
証
の
返
納
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思 

う
が
移
動
手
段
が
無
く
な
っ
た
後
の 

不
便
さ
を
考
え
る
と
、
簡
単
に
は
踏 

み
切
れ
な
い
◇
優
柔
不
断
と
言
わ
れ 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
町
が
令
和
3 

年
10
月
に
開
業
す
る
「
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク 

シ
ー
」が
導
入
さ
れ
る
迄
待
つ
し
か
な 

い
な
ど
と
、
考
え
た
り
す
る
昨
今
だ
が
。 

「
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー
」
導
入
決
定 

 
 
 
 
 
 
 

運
行
開
始
は
令
和
３
年
10
月
か
ら 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会
会
長 

岡 

嘉
道 

令
和
2
年
9
月
25
日
（
金
）
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
令

和
２
年
度
第
1
回
平
群
町
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
65
才
以
上
の
高
齢
者
に
対
す

る
新
た
な
移
動
支
援
策
を
、
現
在
の
公
共
交
通
機
関
等
で
は
支
援
で
き
な
い
高
齢
者
の
交

通
弱
者
を
デ
マ
ン
ド
方
式
で
支
え
る
福
祉
事
業
と
し
て
実
施
す
る
、
実
施
時
期
は
令
和
3

年
10
月
か
ら
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
10
月
15
日
（
木
）
商
工
会
館
2

Ｆ
研
修
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
8
期
平
群
町
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
「
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー
」（
予
約
制
乗
合
タ

ク
シ
ー
）
の
導
入
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

長
寿
会
連
合
会
で
は
、
町
の
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
新
た

な
移
動
手
段
と
し
て
「
デ
マ
ン
ド
方
式
」
に
よ
る
公
共
交
通
の
導
入
を
常
に
働
き
か
け
て
き

ま
し
た
の
で
、
こ
の
決
議
に
賛
成
し
、
そ
の
早
期
実
現
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

甘口辛口 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 



(2) 平群町長寿会新聞  第３３３号  ２０２０年（令和２年） １２月１日  

国
勢
調
査
百
年
歴
史
拾
い
読
み 

 
 

 
 
 

春
日
丘
長
寿
会 

堀
田 

東
作 

今
年
は
５
年
に
１
度
、
日
本
に
住
む

す
べ
て
の
人
を
対
象
に
し
た
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
大
正
９
年
（1

9
2

0

）

に
第
１
回
調
査
が
行
わ
れ
て
丁
度
百

年
の
節
目
に
な
っ
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
調
査
員
の

確
保
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。
第
１
回

の
調
査
票
に
は
次
の
一
文
が
添
え
ら

れ
て
い
た
。『
「
国
勢
調
査
（
こ
の
し
ら

べ
）
は
国
民
（
ひ
と
び
と
）
の
生
活
（
く

ら
し
か
た
）
、
社
会
（
よ
の
な
か
）
の
実

況
（
あ
り
さ
ま
）
を
よ
く
知
り
、
善
政

（
よ
い
せ
い
じ
）
の
基
礎
（
も
と
）
を

作
ら
ん
が
為
に
行
ふ
も
の
な
り
』 

時
の
首
相
は
原 

敬
で
以
前
外
務
省

書
記
官
と
し
て
パ
リ
公
使
館
に
赴
任

し
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
勢
調
査
を
目

の
当
た
り
に
し
、
近
代
国
家
の
運
営
に

不
可
欠
な
も
の
と
実
感
し
た
と
記
録

に
あ
る
。
ど
の
地
域
に
、
ど
ん
な
人
が

暮
ら
し
、
ど
の
程
度
の
収
入
が
あ
る
の

か
。
こ
う
し
た
情
報
が
な
け
れ
ば
き
め

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
不
可
能
で

あ
る
。
国
勢
調
査
を
行
う
基
本
的
な
考

え
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。
国
勢
調

査
は
過
去
に
一
度
だ
け
中
止
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
終
戦
の
昭

和
２０
年
の
第
６
回
調
査
で
あ
る
が
、
２

年
後
に
臨
時
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ

か
ら
拾
い
読
み
を
始
め
る
。
第
７
回

（
昭
和
25
年
）
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
で
人
口
が
増
加
、
結
婚
年
数
や
子
ど

も
の
数
な
ど
の
調
査
項
目
を
追
加
さ

れ
た
。
第
９
回
（
昭
和
35
年
）
大
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
集
計
を

開
始
し
た
。
第
11
回
（
昭
和
45
年
）
東

京
や
大
阪
近
郊
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が

誕
生
し
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
人
口

移
動
を
解
明
す
る
た
め
、
現
住
居
の
入

居
時
期
や
通
勤
・
通
学
の
た
め
の
交
通

手
段
な
ど
の
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。
第

12
回
（
昭
和
50
年
）
昭
和
47
年
の
沖
縄

返
還
で
、
35
年
ぶ
り
に
47
都
道
府
県

の
一
つ
と
し
て
国
勢
調
査
に
参
加
。
高

齢
化
や
核
家
族
化
、
都
市
へ
の
人
口
集

中
な
ど
を
確
認
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
高
ま
り
で
調
査
が
困
難
に
な

っ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
導
入
も
あ
っ
た
。
第

15
回
（
平
成
２
年
）
日
本
に
住
む
外
国

籍
の
人
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
第
19

回
（
平
成
22
年
）
郵
送
提
出
方
式
が
導

入
さ
れ
た
。
東
京
都
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
が
開
始
さ
れ
た
。
第
20
回
（
平

成
27
年
）
日
本
人
の
人
口
が
調
査
開
始

以
来
初
め
て
減
少
傾
向
に
な
っ
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
全
国
に
展
開

さ
れ
た
。
第
21
回
（
令
和
２
年
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
実
施
さ
れ
た
。 

 

今
年
９
月
現
在
で
全
国
の
百
歳
以
上

高
齢
者
は
８
万
人
を
越
え
た
そ
う
で
す
。

平
群
町
で
は
今
年
10
月
31
日
現
在
で

百
歳
以
上
高
齢
者
は
13
人
で
す
。
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
約
38
％
で
多
分
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
く
未

来
に
国
勢
調
査
の
結
果
が
有
意
義
に
使

わ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

『
参
考
資
料
』・
産
経
デ
ジ
タ
ル 

 

・
平
群
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
長
寿
会 

萬
岡
百
合
子 

          

 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・コ
ン
ペ
再
開 

三
宅
喜
子
さ
ん
（
椿
井
）
優
勝 

 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
代
表 

田
辺 

幸
雄 

 
 
 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
自
粛
し
て
い
た
コ
ン
ペ
を
今

年
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
予
定

し
て
い
た
日
が
雨
天
予
報
が
出
た
た
め
、

一
週
間
程
順
延
し
た
た
め
参
加
者
数
十

名
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
日
和
に

恵
ま
れ
ゴ
ル
フ
場
も
感
染
防
止
対
策
を

と
っ
て
お
ら
れ
、
マ
ス
ク
着
用
の
ま
ま

プ
レ
ー
す
る
人
も
見
か
け
（
私
も
）
時
節

柄
を
感
じ
ま
し
た
。 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
高
齢
者
に
ふ

さ
わ
し
い
技
能
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を

図
る
の
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今

回
も
三
宅
喜
子
さ
ん
が
好
ス
コ
ア
で
優
勝

さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
方
の
ご
入

会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
男
性

の
方
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
回
の
成
績 

優 

勝 

三
宅 

喜
子
（
椿
井
） 

準
優
勝 

北
川 

秀
雄
（
初
香
台
） 

三
位
賞 

木
津 

照
雄
（
初
香
台
） 

Ｂ
Ｂ
賞 

薮
内 

英
輔
（
上
庄
台
） 

ベ
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
賞 

 

三
宅 

喜
子
（
椿
井
） 

               「
合
同
受
賞
祝
賀
会
」
開
催 

 

副
会
長 

米
田 
世
紀
子 

受
賞
地
区
・
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す 

・
長
寿
会
連
合
会
に
全
老
連
の
「
活
動

賞
」、・
竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス
長
寿
会
に
県

老
連
「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
」
、 

・
辻
本
達
雄
氏
（
椣
原
長
寿
会
）
に
県
知 

事
か
ら
「
老
人
福
祉
功
労
者
賞
」
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。 

今
年
も
平
群
町
長
寿
会
連
合
会
は
右

記
の
三
つ
の
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、

会
員
の
み
な
さ
ま
の
日
頃
の
長
寿
会
活

動
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
そ
し
て
更
な
る

発
展
を
期
し
て
恒
例
に
な
り
ま
し
た
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
多
く
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
予

防
の
た
め
に
全
員
で
２２
名
の
小
規
模
で
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
会
費
＠
千
円
、
表

彰
、
昼
食
後
、
余
興
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
、
11
時
か
ら
13

時
ま
で
、
お
互
い
の
健
康
と
団
結
を
誓

い
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

        

 

緑
ヶ
丘
長
寿
会 

甘
利
由
利
子 

 

始
ま
り 

 

 
 

 

光
ヶ
丘
長
寿
会 

花
岡 

安
子 

 
二
人
で
は
じ
ま
り 

家
族
が
で
き
て 

ま
た
ま
た
二
人
に
な
り 

今
は
独
り
で
暮
ら
し 

周
囲
の
友
達
に 

励
ま
さ
れ 

楽
し
み
に
目
ざ
め 

今
の
私
が
い
る 

お
か
げ
様 

 

椿
台
長
寿
会 

髙
橋
ひ
ろ
子  

俳
句
ク
ラ
ブ 

十
一
月
の
か
し
の
木
句
会 

 

 
 

 
 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

窓
拭
け
ば
霧
の
た
な
び
く
生
駒
山 

 
 

岡
本 

豊
子 

竹
叢
の
内
な
る
ホ
テ
ル
残
る
虫 

 
 

澤
波
百
合
子 

冬
ざ
れ
の
庭
へ
羽
毛
の
降
り
来
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
川 

克
己 

歩
く
た
び
空
家
の
多
き
柿
の
里 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

花
岡 

安
子 

明
日
夫
の
十
七
回
忌
菊
香
る 

 
 

 
 
 

乾 

フ
ジ
子 

独
り
居
の
語
る
人
な
し
長
火
鉢 

 
 

 
 
 

岩
城 

和
子 

冬
ざ
れ
や
息
す
る
度
の
風
の
音 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
崎 

俊
夫 

  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

  

賑
や
か
に
暑
さ
ま
し
て
は
蝉
し
ぐ
れ
何

処
か
ら
か
湧
き
何
処
か
に
消
え
る 

 
 

 
 

 
 

 

徳
原 

友
子 

 

こ
の
森
も
や
が
て
は
伐
ら
る
を
日
の
あ

ら
む
し
み
じ
み
と
聞
く
郭
公
の
声 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

日
が
沈
み
昼
間
の
暑
さ
は
ど
こ
へ
や
ら

ひ
ぐ
ら
し
鳴
い
て
心
地
よ
い
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
田 

陽
子 

ま
ん
丸
の
中
秋
の
名
月
窓
ご
し
に
夫
と

眺
め
る
幸
い
を
か
み
し
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

古
里
の
卒
寿
の
姉
の
小
包
み
の
野
菜
つ 

つ
ん
だ
地
元
紙
を
読
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

女
子
校
の
吹
奏
楽
部
大
会
に
我
も
思
わ

ず
武
者
振
い
を
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

小
東 

隆
子 

秋
の
夜
は
淋
し
き
も
の
よ
か
ね
た
た
き

そ
ん
な
に
鳴
い
て
何
を
訴
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

左
近 

育
子 

庭
隅
に
え
ん
じ
の
小
菊
咲
く
頃
は
株
分

け
く
れ
し
亡
き
母
思
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

 

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
走
る
」
で
す 

 

今
年
は
運
動
会
も
自
粛
、
何
と
な
く
走

る
こ
と
も
な
く
運
動
不
足
気
味
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
走
り
た
く
と
も
走
れ

ま
せ
ん
？ 

ご
も
っ
と
も
こ
こ
の
と
こ

ろ
足
腰
も
弱
り
、
無
理
を
せ
ず
我
慢
も

肝
心
で
す
ね
。
で
も
師
走
・
・
・
先
生
は

走
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
番
が
焦
っ
て
転
び
ビ
リ
に
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
原 

友
子 

ひ
た
走
り
こ
こ
ま
で
来
た
が
立
ち
止
ま
る 

濵
﨑 

晴
美 

万
歩
計
目
標
足
ら
ず
つ
い
走
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

走
る
の
を
や
め
て
ゆ
っ
く
り
遊
歩
道 

藤
田 

利
治 

よ
う
い
ド
ン
気
持
ち
が
あ
せ
り
つ
ん
の
め
る 

宮
崎
多
喜
代 

最
早
も
う
走
る
こ
と
な
ど
夢
の
ゆ
め 

髙
橋 

秀
尹 

孫
の
番
手
に
汗
に
ぎ
る
徒
競
走 

宮
前 

敏
子 

逆
走
が
高
速
道
を
ひ
た
走
り 

山
田 

謙
造 

走
っ
た
ら
転
ん
で
し
ま
う
八
十
路
坂 

阿
部 

裕
子 

先
よ
り
も
後
を
走
り
先
を
見
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難
波 

尊
志 

八
十
路
ま
で
走
り
つ
づ
け
て
な
お
走
る 

大
村 

三
郎 

金
輪
際(

こ
ん
り
ん
ざ
い)

二
人
三
脚 

二
度
と
せ
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 

松
井 

友
博 

  

お
く
や
み 

 令
和
２
年
１０
月
２０
日 

か
ら
１１
月
１９
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

石
橋 

昌
子
様(

83)
 
 

 

西
宮
地
区 

 

下
中
タ
キ
ノ
様(

95)
   

福
貴
畑
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
117
回
12
月
22
日
（
火
） 

・
烏
土
塚
古
墳
、
御
櫛
神
社
約
5
㎞ 

・
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り 

9:

30 

※
飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参
、
マ
ス
ク 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

お
詫
び
と
訂
正 

編
集
部 

◇
11
月
号
裏
面
「
絵
手
紙
」
１
か
所 

正 

御
陵
苑
長
寿
会 

 
 
 
 
 

三
好 

慶
男 

誤 

御
陵
苑
長
寿
会 

 
 
 
 
 

三
好 

嘉
男 

以
上
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。 

 

「
か
し
の
き
荘
」 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ 

 

館
内
、
床
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
張
替
作
業

の
た
め
、
次
の
期
間
、「
か
し
の
き
荘
」
は

臨
時
に
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 期
間 

 

12
月
2
日
（水
）～
12
月
7
日
（
月
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
理
者 


